
 

 

 

 

人権問題全般 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q  

人権 が尊重されている社会だと思いますか？ 

尊重されて

いると思う

割合

60.3%

尊重されて

いないと思う

割合

19.1%

今回（平成29年度） 前回（平成24 年度） 

前回と比較して，「尊重されている」の

割合が 9.1 ポイント減少しています。 

Q 上の設問で「どちらかと言えば尊重されていないと思う」「尊重されていないと思う」「いちがいには言えない」を選択した人のみ回答 

尊重されていないと思う人権問題 は何ですか？（あてはまるものすべて） 

尊重されて

いると思う

割合

51.2%

尊重されて

いないと思う

割合

24.0%

尊重されて

いると思う

6.9%

どちらかと

いえば

尊重されて

いると思う

44.3%

どちらかと

いえば

尊重されて

いないと思う

18.2%

尊重されて

いないと思う

5.8%

いちがいには

言えない

15.0%

わからない

6.4%

無回答

3.4%

働く人の人権（パワーハラスメントや長時間労働など）

インターネットによる人権侵害

障がい者の人権

女性の人権

犯罪被害者やその家族の人権

高齢者の人権

子どもの人権

性的マイノリティの人権

北朝鮮当局によって拉致された被害者等の人権

ホームレスの人権

ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者・ハンセン病患者などの人権

同和問題に関する人権

外国人の人権

刑を終えて出所した人やその家族の人権

アイヌの人々の人権

その他

無回答

災害に伴う人権（避難生活でのプライバシーの問題や、風評被害など）

65.9

63.9

55.5

47.9

47.9

43.1

35.9

33.6

31.4

29.6

25.1

24.8

24.6

22.3

19.6

10.2

2.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

この問いは今回新設したものです。 

働く人の人権，インターネットによる人

権侵害，障がい者の人権は，５割を超え，

高い割合を示しています。 
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人権問題全般 

Q 上の設問で「非常に関心がある」「多少関心がある」「あまり関心がない」を選択した人のみ回答 

関心を寄せる人権問題 は何ですか？（あてはまるものすべて） 

Q  

人権問題 への関心がありますか？ 

関心がある

72.9%

関心がない

25.2%

今回（平成29年度） 前回（平成24 年度） 

すべての人が尊重される社会づくり 

福岡市では，一人ひとりが互いに人権を尊重し，多様性を認め合う社会を目指し，「福岡市人権教育・啓発基本

計画」を策定し，人権教育・啓発を積極的に推進しています。 

この調査結果から明らかにされた市民意識の現状とその課題を踏まえて，人権尊重についての理解がより一層

深まるよう，人権教育・啓発を中心とした人権施策に取り組んでいきます。 

前回と比較して「関心がある」の割合が

3.2 ポイント減少しています。 

関心がある

69.7%

関心がない

27.9%

非常に

関心がある

9.5%

多少

関心がある

60.2%

あまり

関心がない

23.6%

関心がない

4.3%

無回答

2.4%

働く人に関する問題（パワーハラスメントや長時間労働など）

障がい者に関する問題

インターネットによる人権侵害問題

高齢者に関する問題

女性に関する問題

子どもに関する問題

犯罪被害者やその家族に関する問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関する問題

同和問題

外国人に関する問題

性的マイノリティに関する問題

刑を終えて出所した人やその家族に関する問題

ＨＩＶ（エイズウィルス）感染者・ハンセン病患者などに関する問題

ホームレスに関する問題

アイヌの人々に関する問題

その他

無回答

災害に伴う問題（避難生活でのプライバシーの問題や、風評被害など）

54.1

49.4

46.8

43.9

42.7

42.4

33.2

30.8

28.1

18.8

17.7

16.2

15.1

13.1

12.3

5.8

1.2

1.8

0% 20% 40% 60%

今回新たに追加した選択肢「働く人に

関する問題」の割合が最も高くなって

います。 
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様々な人権問題 
 

Q 
 

女性 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q 
 

同和問題 解決への望ましい方向性は？（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

同和問題 について，いまなお差別があると思いますか？ 
(割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q 

結婚の面

社会における偏見意識

家や土地の購入の面

就職などの面 　

インターネットへの書き込みなど

差別は厳しい

10.9

6.9

8.5

3.8

7.8

多少

差別はある

30.5

31.0

20.8

21.8

15.5

差別はない

8.1

12.8

7.7

17.2

9.6

わからない

31.2

30.3

41.9

37.1

46.5

同和地区のことは

知らない

11.6

10.7

12.8

12.0

11.8

無回答

7.7

8.4

8.5

8.1

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・中学校などの人権教育で、同和問題に関する正しい知識を教える

市民が、自ら差別や人権について学ぶべきだと思う

国や地方自治体が、同和問題の解決に向けた教育・啓発活動や

相談活動などの施策に効果的に取り組むべきだと思う

わざわざとりあげないで、そっとしておく方がよい

差別をしたり、差別を利用するような場合には、法律で処罰するべきだと思う

46.1

35.3

32.6

22.0

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事・育児や介護などを男女が共同して行う社会の仕組みの未整備

職場や学校などにおけるセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）や

マタニティ・ハラスメント（妊娠・出産等を理由とする不利益な取り扱い）

就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における男女差など、

職場における男女の待遇の違い

「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的な役割分担意識を

他人に押しつけること

女性に対するストーカー行為（つきまとい行為）、痴漢行為

40.1

36.2

34.9

34.1

23.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

41



様々な人権問題 
 

Q 
 

障がい者 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

Q 
 

高齢者 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

 

 

Q 
 

子ども に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

いじめや無視、嫌がらせなどを受けること

いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをすること

子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されたり、

貧困が世代を超えて連鎖したりすること

子どもの虐待に気付いても、見て見ぬふりをすること

保護者などから、虐待（身体的、心理的、性的）や育児放棄されること 48.7

46.9

36.5

33.9

21.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域社会から孤立すること

経済的に自立が困難なこと

生活に必要な情報がひとり暮らしの高齢者に十分に伝わりにくいこと

詐欺や悪徳商法などの財産侵害の被害を受けやすいこと

道路の段差や建物の階段など外出先での不便が多いこと

31.8

27.1

26.8

24.0

23.9

0% 10% 20% 30% 40%

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

差別的な言動を受けること

障がい者に対する理解を深める機会が少ないこと

道路の段差や建物の階段など外出先での不便が多いこと

聴覚や視覚に障がいのある人などへ必要な情報を伝える配慮が足りないこと

38.2

33.0

31.6

29.8

21.1

0% 10% 20% 30% 40%
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Q 
 

インターネット に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q ＨＩＶ（エイズウィルス）感染者に関する事柄で，人権上，問題があると 

思われること（３つまで） （割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q 
 

外国人 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

日本語が不自由な外国人が、保健、医療、防災、教育などの

　　　　　　　生活に必要な情報を十分に手に入れることができないこと

外国の生活習慣や文化などへの理解が不足しており、

　　　　　　　　　　　外国人が地域社会に十分に受け入れられないこと

外国人が就職・職場で不利な扱いや搾取を受けること

特にない

インターネット上での書き込みやヘイトスピーチなど、不当な差別的言動を受けること

31.7

28.1

20.8

16.8

16.0

0% 10% 20% 30% 40%

悪意のある噂を流されたり差別的な言動を受けること

家族や親戚・友人等からつきあいを拒絶されること

職場や学校で不利な扱いを受けること

病気に関する個人情報が本人に無断で他人に伝えられるなど、

プライバシーが守られないこと

病院で治療・入院を拒否されること

36.1

30.6

28.9

24.7

23.5

0% 10% 20% 30% 40%

他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現など、

人権を侵害する情報を掲載すること

ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）における

仲間はずしなどのネットいじめが発生していること

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

個人情報の流出などの問題が多く発生していること

本人の承諾無く氏名や住所といった個人情報、写真などを掲載すること

56.7

38.9

33.1

29.8

23.9

0% 20% 40% 60%
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Q 犯罪被害者やその家族 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること 

（３つまで） （割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

Q 
 

ホームレス に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

Q 
 

性的マイノリティに関する事柄で，人権上、問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

悪意のある噂を流されたり差別的言動を受けること

性的マイノリティに対する理解が不足しており、誤解や偏見があること

職場や学校でからかいや嫌がらせを受けること

相談できる相手が少ないこと

興味本位で見られたり、避けられたりすること

39.4

31.7

26.8

26.5

20.6

0% 10% 20% 30% 40%

経済的に自立が困難なこと

通行人等から暴力をふるわれること

ホームレスの人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること

差別的な言動を受けること

住宅を容易に借りることができないこと

51.8

34.7

26.3

23.3

22.8

0% 20% 40% 60%

犯罪行為によって身体的・精神的に被害を受け、

経済的負担など長期間被害に苦しむこと

マスメディアなどの報道によってプライバシーに関することが公表されたり、

取材により私生活の平穏を保てなくなること

刑事裁判手続きにおいて必ずしも被害者の声が

十分反映されるわけではないこと

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

犯罪被害者自身にも原因やきっかけを与えるなどの

落ち度があったと言われること

63.8

63.4

27.3

25.6

23.5

0% 20% 40% 60% 80%
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Q 
 

災害 に伴う問題に関する事柄で，人権上，問題があると思われること（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q 北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関する事柄で，人権上，問題が 

あると思われること（３つまで） （割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

Q 刑を終えて出所した人 に関する事柄で，人権上，問題があると思われること 

（３つまで） （割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

 

 
更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在していること

就職・職場で不利な扱いを受けること

悪意のある噂を流されたり差別的な言動を受けること

特にない

住宅を容易に借りることができないこと

49.9

42.6

42.5

18.8

16.1

0% 20% 40% 60%

身体や居住移転の自由を奪われ帰国できないこと

拉致問題に関する国民の理解が足りないこと

拉致被害者及びその家族が興味本位で見られること

拉致被害者及びその家族は一緒に生活するという当然の権利を奪われていること

拉致被害者の家族が、拉致被害者に関する情報を得ることができないこと

68.6

65.6

53.8

21.2

14.4

0% 20% 40% 60% 80%

避難生活の長期化によるストレスなどの二次的被害があること

避難生活でプライバシーが守られないこと

女性・障がい者・高齢者・外国人・乳幼児・妊婦・性的マイノリティ等への

十分な配慮が行き届かないこと

デマや風評などにより被災者が差別的な言動を受けること

支援や被災状況などの必要な情報が行き届かないこと

68.6

59.3

49.2

36.4

33.5

0% 20% 40% 60% 80%

45



人権問題の啓発 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 
 

人権問題 について理解を深めるにあたって，役立つと思われるもの（３つまで） 

（割合の高かった選択肢上位５つを掲載） 

＜目的＞                             ＜調査の対象等＞ 

人権問題に関する市民の意識を把握し，啓発事業等の人権施策の  調査対象者：福岡市内に居住する満18歳以上の市民 3,000人 

一層効果的な推進を図るとともに，今後本市が取り組むべき人権        （住民基本台帳からの無作為抽出） 

行政のあり方を検討する上での基礎資料を得るため実施。     調査方法：平成２９年１２月に郵送法による調査を実施 

＜回収状況＞ 

有効調査票：1,136 票（回収率38.2％） 

＜本調査に関するお問い合わせ先＞ 福岡市市民局人権部人権推進課 〒８１０－８６２０ 福岡市中央区天神１丁目８番１号 

 

 

※この調査結果の詳細な内容については、福岡市ＨＰ ( )または、福岡市人権啓発センターＨＰ

( )等で閲覧することができます。 
 

福岡市人権啓発センター（ココロンセンター） 

福岡市人権啓発センターでは，セミナーやフェスティバルなどの人権啓発事業の開催，図書・DVD などの閲覧・

貸出，様々な人権問題に関する相談などを行っています。 

また，地域や職場で研修会を開きたいけれど「どのように企画したらよいか分からない」「講師になってくれる人

を知らない」などのさまざまなご相談をお受けするなど，研修企画の相談や研修講師の紹介も行っています。当セ

ンターの専任講師を派遣（市内に限る）して研修を行うことも可能です。相談や研修は無料です。お気軽にお問い

合わせください。 
 

所在地：福岡市中央区舞鶴２丁目５番１号 あいれふ８階 

人権啓発相談室 

ホームページ マスコットキャラクター 

「ココロン」 

相談事業や 

派遣研修も 

行っています。 

テレビ、ラジオ

学校での人権教育

新聞

公民館や集会所での講演会・研修会・学習会

人権啓発センターや市民センターなどでの講演会・研修会・学習会

49.7

48.7

20.4

15.6

14.4

0% 20% 40% 60%
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